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今
に
伝
わ
る
本
物
の
仙
台
伊
達
文
化
～
お
茶
と
お
能
を
お
気
軽
に

　

令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
六
月
四
日
、
青
葉
城
本
丸
会
館
に
お
い

て
、
政
宗
公
ワ
ー
ル
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
催
、
仙
台
伊
達
文
化
の
会

共
催
の
企
画
「
今
に
伝
わ
る
本
物
の
仙
台
伊
達
文
化
～
お
茶
と
お
能

を
お
気
軽
に
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
（
図
１
）

　

茶
道
と
能
楽
は
武
士
に
と
っ
て
必
須
の
教
養
で
し
た
。
仙
台
藩
で

も
「
茶
道
頭
」
と
「
乱
舞
方
」
と
い
う
役
職
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

を
代
々
勤
め
、
令
和
の
現
在
に
至
る
ま
で
変
わ
ら
ず
受
け
継
ぐ
「
仙

台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
宗
家
」
と
「
喜
多
流
佐
藤
家
」
が
、
お
話

と
実
演
を
交
え
て
、
仙
台
伊
達
文
化
を
紹
介
す
る
内
容
で
、
仙
台
市

民
や
観
光
客
等
多
く
の
方
が
お
越
し
に
な
り
ま
し
た
。

仙
台
伊
達
文
化
の
会
～
仙
台
藩
の
茶
道
と
能
楽（
乱
舞
）

　

元
日
の
能
登
半
島
地
震
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
方
に
心

か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

筆
者
も
一
月
前
半
、
職
場
よ
り
先
遣
隊
と
し
て
金
沢
市
へ
派
遣
さ

れ
、
輪
島
市
か
ら
の
被
災
者
を
一
時
的
に
受
け
入
れ
る
避
難
所
の
開

設
、
被
災
者
の
受
入
れ
及
び
避
難
所
の
運
営
等
の
支
援
に
従
事
い
た

し
ま
し
た
。
今
後
も
一
日
も
早
い
復
旧
、
復
興
の
支
援
に
微
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
石
川
県
は
金
沢
藩
百
万
石
の
伝
統
文
化
が
今
な
お
い
き
づ

く
、
茶
道
や
能
楽
が
盛
ん
な
土
地
で
す
。
輪
島
塗
で
有
名
な
輪
島
市

等
奥
能
登
は
、
今
回
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
茶
道
関
係
者
は
、

茶
道
具
の
購
入
と
い
っ
た
形
で
の
被
災
地
支
援
も
可
能
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派

御
　
供
　
真
　
人

図1　「お茶とお能をお気軽に」チラシ
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仙
台
藩
茶
道　

石
州
流
清
水
派

　

講
師
の
仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
十
一
世
宗
家
大
泉
道
鑑
先
生

は
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
、
十
世
宗
家
大
泉
道
鑑
先
生
の
次
男

と
し
て
生
ま
れ
、
石
州
流
清
水
派
の
茶
道
を
十
世
宗
家
道
鑑
先
生
に

師
事
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
十
一
世
宗
家
を
継
承
さ
れ
ま

し
た
。

　

東
北
大
学
名
誉
教
授
、
茶
の
湯
文
化
学
会
会
員
、
仙
台
藩
志
会
副

会
長
、
政
宗
公
ワ
ー
ル
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
理
事
、
仙
台
伊
達
文
化
の

会
共
同
代
表
を
勤
め
、
ま
た
、
流
祖
三
世
道
竿
著
「
道
竿
拾
躰
」
お

よ
び
家
伝
の
二
世
動
閑
著
「
動
閑
茶
湯
書
」
の
う
ち
「
露
地
之
書
」「
茅

葺
数
寄
屋
寸
法
」
を
、
十
世

道
鑑
と
共
著
の
論
文
に
ま
と

め
「
茶
の
湯
文
化
学
」
に
発

表
。
未
公
表
の
「
動
閑
茶
湯

書
」
の
解
読
研
究
で
も
ご
活

躍
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

大
泉
宗
家
か
ら
、
茶
道
の

歴
史
と
、
仙
台
藩
の
茶
道
に

つ
い
て
、
四
代
藩
主
綱
村
と

茶
道
頭
三
世
清
水
道
竿
が
仙

政
宗
公
ワ
ー
ル
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

主
催
の
政
宗
公
ワ
ー
ル
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
「
伊
達
政
宗
公
生

誕
四
百
五
十
年
」
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
関
係
す
る
各
団
体
と
各
地

域
が
一
同
に
会
し
、
「
伊
達
な
文
化
圏
」
の
新
生
と
、
「
観
光
産
業
」

の
新
た
な
展
開
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
市
民
主
体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。

仙
台
伊
達
文
化
の
会

　

仙
台
藩
の
茶
道
頭
お
よ
び
乱
舞
方
を
勤
め
、
現
在
も
変
わ
ら
ず
仙

台
伊
達
文
化
を
継
承
す
る
仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
宗
家
お
よ
び

喜
多
流
佐
藤
家
に
よ
り
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
八
月
八
日
か
ら
九
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
失
わ
れ
て
い
る
伝
統
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
回
復

す
る
た
め
、
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
向
け
に
能
の
仕
舞
及
び
謡
、

お
茶
、
お
花
を
ひ
と
つ
の
会
場
で
体
験
で
き
る
「
古
の
文
化
に
触
れ

る
夏
休
み
」
を
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
展
示
棟
（
仙
台
城
水
沢
伊
達
家

屋
敷
跡
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

「
今
に
伝
わ
る
本
物
の
仙
台
伊
達
文
化
～
お
茶
と
お
能
を
お
気
軽

に
」
は
、
仙
台
伊
達
文
化
の
会
と
し
て
２
回
目
の
企
画
と
な
り
ま
す
。

図２　十一世大泉道鑑宗家の講演
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台
藩
の
茶
道
と
し
て
石
州
流
清
水
派
を
確
立
し
、
代
々
の
茶
道
頭
（
明

治
以
降
は
宗
家
）
が
仙
台
の
茶
道
を
守
り
伝
え
て
き
た
歴
史
を
講
演

さ
れ
、
そ
の
後
、
亀
田
道
治
師
範
と
金
城
道
里
教
授
に
よ
る
、
仙
台

城
で
行
わ
れ
て
い
た
時
と
変
わ
ら
ぬ
手
前
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

能
楽　

喜
多
流
佐
藤
家

　

講
師
は
、
喜
多
流
職
分
佐
藤
家
十
二
代
の
佐
藤
寛
泰
先
生
で
す
。

政
宗
公
が
幕
府
よ
り
蟄
居
を
命
じ
ら
れ
た
流
祖
喜
多
七
太
夫
長
能
の

窮
状
を
救
い
、
二
代
藩
主
忠
宗
が
一
時
、
二
世
喜
多
十
太
夫
当
能
を

家
臣
と
し
て
召
し
抱
え
る
等
、
仙
台
藩
は
喜
多
流
の
成
立
と
深
い
か

か
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
は
十
万
石
以
下
の
大
名
で
は
能
は
出
来
な
い
と
さ

れ
る
中
、
仙
台
藩
で
は
喜
多
流
の
ほ
か
五
代
藩
主
吉
村
が
、
大
蔵
家

の
金
春
流
を
も
と
に
創
っ
た
独
自
の
流
儀
で
あ
る
大
蔵
流
（
金
春
大

蔵
流
と
も
）
の
二
流
儀
を
抱
え
て
お
り
ま
し
た
。
仙
台
藩
伊
達
家
と

同
様
、
肥
後
熊
本
藩
細
川
家
は
喜
多
流
と
金
春
流
、
筑
前
福
岡
藩
黒

田
家
は
喜
多
流
と
観
世
流
、
長
州
萩
藩
毛
利
家
は
喜
多
流
と
宝
生
流

等
、
豊
臣
恩
顧
の
大
大
名
は
喜
多
流
と
も
う
一
流
儀
を
抱
え
る
例
が

見
ら
れ
ま
す
が
、
藩
主
が
茶
道
は
石
州
流
清
水
派
、
能
楽
は
大
蔵
流

と
独
自
の
流
儀
を
創
る
と
こ
ろ
は
仙
台
藩
の
特
長
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

図４　金城道里教授の手前

図３　亀田道治師範の手前
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（
一
八
一
八
）
、
仙
台
藩
十
代
藩
主
伊
達
齋
宗
よ
り
側
近
に
侍
す
る

事
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
ま
す
。
藩
臣
の
門
弟
非
常
に
多
く
、
指
導
も

熱
心
で
幾
多
の
優
秀
な
門
弟
を
出
し
、
幕
末
の
名
人
と
称
さ
れ
且

つ
人
格
高
く
、
藩
主
の
褒
賞
贈
物
枚
挙
に
暇
無
し
で
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

〇
三
代　

大
之
進
章
永

　

�　

初
代
文
十
郎
の
次
子
。
六
歳
の
時
父
に
死
別
し
て
母
に
育
て
ら

れ
、
長
じ
て
喜
多
流
宗
家
健
忘
斎
古
能
に
つ
い
て
修
業
し
ま
し
た
。

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
兄
七
之
進
が
小
野
氏
を
継
ぐ
と
同
時
に

佐
藤
家
を
相
続
し
、
父
に
引
き
続
い
て
「
其
身
一
代
」
仕
手
役
を

命
ぜ
ら
れ
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
十
一
月
、
仙
台
藩
十
代

藩
主
伊
達
齋
宗
か
ら
親
孝
行
を
以
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
大
之
進

は
名
人
の
名
を
う
た
わ
れ
、
弘
化
元
年
（
一
八
四
五
）
の
「
仙
台

高
名
見
立
」
に
「
乱
舞
は
佐
藤
」
と
あ
り
ま
す
。

○
四
代　

十
之
進
章
厚

　

�　

三
代
大
之
進
の
子
。
父
に
引
き
続
い
て
三
代
に
わ
た
り
仕
手
役

と
し
て
活
躍
し
、
孝
行
で
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
五
代　

大
之
進

　

�　

四
代
十
之
進
の
子
。
父
祖
以
来
三
代
に
わ
た
り
孝
行
で
表
彰
を

う
け
ま
し
た
。
仙
台
藩
登
米
領
に
も
指
導
に
来
た
と
の
記
録
が
あ

　

仙
台
藩
で
は
、
能
楽
を
乱
舞
（
ら
ん
ぶ
、
又
は
ら
っ
ぷ
）
と
呼
び
、

藩
の
役
職
と
し
て
「
乱
舞
方
」
が
あ
り
ま
し
た
。
喜
多
流
職
分
家
で

あ
る
佐
藤
家
は
初
代
文
十
郎
以
来
、
代
々
大
番
士
乱
舞
方
と
し
て
勤

め
、
東
北
で
は
唯
一
江
戸
時
代
か
ら
続
く
能
楽
師
の
家
と
し
て
、
仙

台
の
能
楽
を
守
り
伝
え
て
き
ま
し
た
。
佐
藤
家
が
乱
舞
方
で
あ
り
な

が
ら
大
番
士
で
あ
っ
た
の
は
、
乱
舞
頭
の
櫻
井
家
（
大
蔵
流
）
、
小

野
家
（
喜
多
流
）
と
同
様
に
、
藩
主
指
南
役
で
あ
る
仕
手
役
を
勤
め

て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
、
佐
藤
家
歴
代
を
簡
単
に

ご
紹
介
し
ま
す
。

○
初
代　

文
十
郎
章
之

　

�　

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
、
仙
台
藩
喜
多
流
乱
舞
頭
の
小
野
氏

五
代
清
太
夫
成
従
が
遠
島
に
処
せ
ら
れ
た
時
、
代
っ
て
「
そ
の
身

一
代
」
仕
手
役
（
藩
主
の
指
南
役
）
を
命
ぜ
ら
れ
て
仙
台
藩
の
喜

多
流
を
統
率
し
ま
し
た
。
以
後
佐
藤
家
は
仙
台
藩
大
番
士
の
身
分

で
、
喜
多
流
乱
舞
方
と
し
て
仙
台
藩
の
喜
多
流
の
中
枢
を
担
い
、

明
治
維
新
後
も
旧
仙
台
藩
内
の
喜
多
流
を
統
率
し
て
現
在
に
至
り

ま
す
。

○
二
代　

七
之
進
章
達　

文
太
郎

　

�　

初
代
文
十
郎
の
長
子
。
喜
多
流
乱
舞
頭
小
野
氏
へ
養
子
と
な
り
、

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
六
世
を
継
ぎ
ま
し
た
。
文
政
元
年
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十
二
代
喜
多
六
平
太
能
静
の
肖
像
画
、
能
面
を
救
い
出
し
た
こ
と

は
、
よ
く
知
ら
れ
た
武
勇
伝
で
す
。
初
シ
テ
は
「
岩
船
」
で
、
以

来
「
翁
」
「
猩
々
乱
」
「
綾
鼓
」
「
道
成
寺
」
「
望
月
」
「
石
橋
」
「
正

尊
」
等
を
舞
い
、
特
に
猩
々
乱
は
名
手
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
喜
章
会
を
創
立
さ
れ
て
門
下
の
教
授
に
あ
た
り
、
ま
た
、

震
災
後
の
混
乱
も
お
さ
ま
っ
た
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
に
早

稲
田
大
学
喜
多
会
を
創
立
さ
れ
て
学
生
の
育
成
に
努
め
、
喜
多
流

職
分
の
元
老
と
し
て
、
長
く
十
五
世
喜
多
実
宗
家
を
支
え
ら
れ
ま

し
た
。

○
九
代　

泰
文

　

�　

八
代
章
先
生
の
長
男
。
若
く
し
て
戦
災
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

〇
十
代　

章
文

　

�　

八
代
章
先
生
の
次
男
。
若
く
し
て
戦
災
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

○
十
一
代　

章
雄

　

�　

八
代
章
先
生
の
孫
。
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
生
ま
れ
。

昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
「
自
然
居
士
」
の
子
方
で
初
舞
台
、

以
後
十
五
世
喜
多
実
宗
家
の
内
弟
子
と
し
て
研
鑽
を
つ
み
、「
猩
々

乱
」
「
道
成
寺
」
「
翁
」
等
々
の
大
曲
を
披
か
れ
ま
し
た
。
八
代
章

先
生
の
後
を
継
ぎ
、
地
盤
で
あ
る
東
北
各
地
で
主
に
喜
章
会
の
弟

子
の
指
導
に
あ
た
り
、
ま
た
、
早
稲
田
喜
多
会
等
の
学
生
の
指
導

り
ま
す
。

○
六
代　

文
十
郎
成
章

　

�　

五
代
大
之
進
の
子
。
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
、
三
十
四
歳
の

時
に
各
役
者
が
幕
府
に
提
出
し
た
分
限
短
冊
（
国
立
公
文
書
館
蔵
）

に
名
前
が
見
え
ま
す
。
ま
た
、
明
治
初
年
（
仙
台
伊
達
家
が

二
十
八
万
石
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
戊
辰
戦
争
後
と
見
ら
れ
る
）

の
彦
根
藩
の
喜
多
文
十
郎
の
書
付
に
も
、
名
前
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
書
付
に
は
、
仙
台
（
伊
達
家
）
佐
藤
文
十
郎
の
み
な
ら
ず
、
黒

田
（
福
岡
藩
）
梅
津
源
蔵
（
只
円
）
、
肥
後
（
細
川
家
）
友
枝
小

膳
と
い
っ
た
、
喜
多
流
能
楽
師
の
名
前
が
見
ら
れ
ま
す
。
仙
台
を

本
拠
に
中
尊
寺
へ
も
よ
く
行
き
来
し
、
装
束
を
貸
す
等
し
て
親
密

な
関
係
で
稽
古
を
つ
け
て
い
た
と
の
こ
と
。
廃
藩
後
は
士
族
と
し

て
警
察
官
に
な
り
ま
し
た
。

○
七
代　

大
之
進
相
章

　

�　

六
代
文
十
郎
の
子
。
廃
藩
後
は
鉄
道
に
勤
め
ま
し
た
。

○
八
代　

章

　

�　

七
代
大
之
進
の
次
子
。
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
生
ま
れ
。

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
十
四
世
宗
家
喜
多
六
平
太
に
入
門
。

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
の
関
東
大
震
災
の
折
、
当
時
内
弟
子

の
章
先
生
が
猛
火
を
冒
し
て
流
祖
喜
多
七
太
夫
長
能
、
お
よ
び
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等
、
能
楽
の
普
及
に
尽
力
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
重
要
無
形
文
化

財
保
持
者
（
総
合
認
定
）
・
日
本
能
楽
会
員
・
能
楽
協
会
会
員
・

十
四
世
六
平
太
財
団
評
議
員
・
喜
章
会
主
催
。
現
在
も
喜
多
流
職

分
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

〇
十
二
代　

寛
泰

　

�　

講
師
の
佐
藤
寛
泰
先
生
は
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
に

十
一
代
章
雄
先
生
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
喜
多
流
の
能
楽
を

十
一
代
章
雄
先
生
、
人
間
国
宝
友
枝
昭
世
先
生
に
師
事
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
独
吟
「
老
松
」
に
て
初
舞
台
、

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
能
「
隅
田
川
」
に
て
初
子
方
、
平
成
七

年
（
一
九
九
五
）
能
「
経

政
」
に
て
初
シ
テ
。
以
後

「
猩
々
乱
」「
道
成
寺
」「
石

橋
」
等
の
大
曲
を
披
か
れ

ま
し
た
。
現
在
、
能
楽
協

会
会
員
、
十
四
世
六
平
太

記
念
財
団
評
議
員
、
「
佐

藤
寛
泰
之
会
」
「
寛
松
会
」

主
宰
、
山
梨
学
院
大
学

i
C
L
A

非
常
勤
講
師
、
仙
台

伊
達
文
化
の
会
共
同
代
表
を
勤
め
、
ま
た
、
仙
台
、
東
京
、
岩
手
、

甲
府
、
米
子
等
の
寛
松
会
や
早
稲
田
大
学
・
山
梨
学
院
大
学
の
能

楽
サ
ー
ク
ル
で
弟
子
や
学
生
の
指
導
に
あ
た
っ
て
お
り
、
特
に
仙

台
で
は
、
毎
月
の
仙
台
寛
松
会
の
ほ
か
、
「
能
へ
の
誘
い
」
公
演

や
体
験
講
座
、
宮
城
学
院
女
子
大
学
、
東
北
大
学
、
東
北
学
院
大

学
で
の
講
義
等
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
佐
藤
先
生
は
講
演
の

後
、
源
義
経
を
主
人
公
と
し
た
「
八
島
」
の
仕
舞
を
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
地
謡
は
筆
者
が
勤
め
ま
し
た
。

図5　佐藤寛泰先生の講演

図6　佐藤寛泰先生の仕舞「八島」
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茶
道
石
州
流
と
能
楽
喜
多
流

　

茶
道
の
石
州
流
、
能
楽
の
喜
多
流
は
、
特
に
武
家
の
風
格
が
強
い

流
儀
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
両
者
を
採
用
し
て
い
る
主
な
大
名
家
を

調
べ
ま
し
た
。
北
よ
り
順
に
、
現
在
も
石
州
流
茶
道
を
伝
え
る
全
日

本
石
州
流
茶
道
協
会
の
会
派
と
と
も
に
記
し
ま
す
。

　

弘
前
藩
津
軽
家

　

仙
台
藩
伊
達
家　
　

仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
、
石
州
清
水
流

　

水
戸
藩
徳
川
家　
　

石
州
流
茶
道
水
戸
何
陋
会

　

彦
根
藩
井
伊
家　
　

彦
根
一
会
流

　

津
藩
藤
堂
家

　

紀
州
藩
徳
川
家

　

松
山
藩
松
平
家

　

土
佐
藩
山
内
家　
　

土
佐
石
州
流
清
水
派

　

福
山
藩
水
野
家

　

広
島
藩
浅
野
家

　

長
州
藩
毛
利
家

　

福
岡
藩
黒
田
家

　

柳
河
藩
立
花
家

　

熊
本
藩
細
川
家

　

仙
台
藩
伊
達
家
と
柳
河
藩
立
花
家

　

柳
河
藩
立
花
家
は
仙
台
藩
伊
達
家
と
関
係
が
深
い
大
名
で
し
た
。

仙
台
藩
祖
伊
達
政
宗
公
と
柳
河
藩
祖
立
花
宗
茂
は
、
永
禄
十
年

（
一
五
六
七
）
生
ま
れ
の
同
い
年
。
戦
国
大
名
の
生
き
残
り
で
、
茶

の
湯
や
能
楽
も
当
代
一
流
の
文
化
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
共
通
し
て
い

ま
す
。

　

利
休
七
哲
と
し
て
も
知
ら
れ
る
大
名
細
川
忠
興
が
、
息
子
で
後
に

熊
本
藩
祖
と
な
る
細
川
忠
利
に
送
っ
た
書
状
に
は
、

　

「
立
飛
（
立
花
宗
茂
）
殿
、
又
そ
の
方
書
中
具
（
つ
ぶ
さ
）
に
見

申
し
候
、
か
よ
う
の
事
、
あ
な
た
こ
な
た
と
候
へ
ば
す
き
（
数
寄
）

存
ぜ
ざ
る
者
は
何
か
と
申
す
物
に
候
間
、
飛
州
（
立
花
宗
茂
）
御
存

分
の
通
一
段
然
る
べ
く
候
、
そ
の
分
に
任
せ
ら
れ
、
重
ね
て
よ
り
、

さ
た
こ
れ
無
き
様
に
仕
ま
つ
ら
る
べ
く
候
」

　

す
な
わ
ち
数
寄
＝
茶
事
に
つ
い
て
は
、
宗
茂
の
存
分
に
任
せ
る
べ

き
で
あ
る
と
あ
り
、
ま
た
、
寛
永
期
後
半
頃
、
三
代
将
軍
家
光
の
能

に
つ
い
て
の
書
状
に
は
、

　

「
次
に
、
江
戸
に
て
御
能
切
々
仰
せ
付
け
ら
れ
、
水
戸
殿
（
徳
川

頼
房
）
、
加
式
部
（
加
藤
明
成
）
、
毛
利
甲
州
（
毛
利
秀
元
）
、
有
馬

玄
番
（
有
馬
豊
氏
）
（
の
）
わ
き
（
脇
方
）
、
政
宗
（
伊
達
政
宗
）
の

太
鼓
、
飛
騨
殿
（
立
花
宗
茂
）
の
狂
言
、
い
ず
れ
も
た
ぐ
い
な
き
御
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慰
た
る
べ
し
と
存
じ
候
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
宗
茂
が
茶
の
湯
に
も
能
楽
に
も
優
れ
た
大
名
と

し
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
宗
茂
は
甥
に
あ
た
る
三
池
藩
主
立
花
種
次
の
子
を
養
女
と

し
て
迎
え
、
宗
茂
没
後
で
す
が
、
政
宗
公
の
子
で
二
代
藩
主
忠
宗
の

弟
に
あ
た
る
伊
達
兵
部
大
輔
宗
勝
の
継
室
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
縁

組
は
寛
永
期
に
政
宗
公
と
宗
茂
が
茶
道
や
能
楽
に
よ
っ
て
交
誼
を
深

め
た
反
映
と
云
え
ま
し
ょ
う
。

　

二
代
目
同
士
は
更
に
関
係
が
深
ま
り
ま
す
。
正
保
元
年

（
一
六
四
四
）
、
二
代
藩
主
忠
宗
の
娘
、
鍋
姫
が
二
代
藩
主
立
花
忠
茂

の
継
室
と
し
て
嫁
ぎ
、
翌
年
三
代
藩
主
と
な
る
立
花
鑑
虎
（
あ
き
と

ら
）
が
誕
生
し
ま
す
。
そ
の
後
仙
台
藩
で
は
、
鍋
姫
の
弟
、
忠
茂
の

義
弟
と
な
る
伊
達
綱
宗
が
三
代
藩
主
と
な
り
ま
す
が
、
万
治
三
年

（
一
六
六
〇
）
に
綱
宗
隠
居
事
件
が
起
こ
り
、
忠
茂
は
親
類
大
名
の

中
心
と
し
て
幕
閣
と
伊
達
家
の
間
を
周
旋
し
、
事
態
の
解
決
に
尽
く

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
立
花
家
に
は
忠
茂
が
政
宗
公
の
所
望
に
よ
り
能
を
舞
い
、

そ
の
時
に
政
宗
公
か
ら
拝
借
し
た
能
装
束
を
そ
の
ま
ま
持
ち
帰
っ
た

と
い
う
伝
承
が
あ
る
「
松
島
」
と
呼
ば
れ
る
唐
織
（
御
花
史
料
館
所

蔵
）
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鍋
姫
の
輿
入
れ
道
具
と
し
て
、
多

量
の
能
道
具
が
運
ば
れ
た
と
の
伝
承
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

能
装
束
は
絹
で
出
来
て
お
り
ま
す
の
で
、
長
い
年
月
の
中
で
風
化
し

て
し
ま
い
ま
す
。
現
存
す
る
「
松
島
」
も
江
戸
後
期
の
も
の
と
推
定

さ
れ
て
お
り
、
写
し
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

柳
河
藩
の
茶
道
方
（
茶
道
坊
主
）
と
能
方
（
役
者
）

　

江
戸
後
期
の
柳
河
藩
の
職
制
を
記
し
た
「
柳
河
藩
政
一
班
」
に
よ

れ
ば
、

「
茶
坊
主　

城
中
殿
中
ノ
使
役
ニ
供
ス
。
又
花
ヲ
生
ケ
、
茶
ヲ
立
ル

等
ヲ
職
ト
ス
。
奥
坊
主
、
表
坊
主
等
ノ
区
別
ア
リ
。
針
療
医
師
中
ヨ

リ
一
人
、
此
ノ
茶
道
頭
ニ
任
セ
ラ
ル
。
茶
道
坊
主
ハ
身
ニ
十
徳
ヲ
著

ケ
、
一
刀
ヲ
佩
ヘ
リ
。
」

「
役
者　

能
楽
一
切
ノ
事
ヲ
管
掌
ス
。
喜
多
流
ノ
謡
曲
、
及
太
鼓
、

小
鼓
、
笛
等
渾
ヘ
テ
練
習
ス
。
又
平
日
ハ
家
老
、
中
老
ノ
詰
所
ニ
出

テ
、
給
仕
ヲ
勤
ム
。
又
、
侍
ノ
内
ニ
御
能
方
ア
リ
。
其
支
配
ヲ
受
ク
。」

と
あ
り
、
茶
道
頭
は
医
師
、
能
方
は
士
分
が
勤
め
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　

ま
た
、
幕
末
の
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
の
「
侍
帳
」
や
「
列
並

諸
役
人
帳
」
に
は
、
御
茶
道
方
と
し
て
緒
方
守
敬
や
大
城
林
安
等
、

御
能
方
と
し
て
椿
原
庵
等
の
名
が
見
え
ま
す
が
、
詳
し
い
伝
系
等
は
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不
明
で
す
。
ご
存
じ
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
ご
教
示
く
だ

さ
い
。

柳
河
藩
茶
道
方

　

こ
こ
で
柳
河
藩
の
茶
道
方
に
つ
い
て
興
味
深
い
記
録
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は
「
水
」
に
つ
い
て
。
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
は
渇
水

で
あ
っ
た
の
か
、
度
々
城
堀
の
水
が
濁
り
、
藩
主
家
が
使
用
す
る
「
御

前
水
」
の
確
保
に
支
障
を
き
た
し
た
こ
と
か
ら
、
瀬
高
（
柳
川
東
方

の
矢
部
川
沿
い
の
地
名
）
か
ら
水
を
汲
み
寄
せ
た
い
と
の
願
い
が
出

さ
れ
、
御
花
畠
御
用
懸
中
老
よ
り
「
御
前
水
」
で
あ
る
た
め
茶
道
方

へ
汲
み
寄
せ
の
指
示
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
「
御
前
水
」
は
通
常
柳
河
城
の
堀
か
ら
汲
ん
で
お

り
、
そ
れ
を
差
配
し
た
の
が
茶
道
方
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

筆
者
が
関
三
十
二
号
で
述
べ
た
よ
う
に
、
城
中
の
水
の
手
の
管
理
が

茶
道
の
役
割
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
が
、
柳
河
藩
の
記
録
か
ら
も
明

ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
「
開
運
」
に
つ
い
て
。
柳
河
藩
の
節
分
の
行
事
で

は
、
七
つ
半
（
午
後
五
時
）
頃
、
藩
主
は
供
揃
え
を
し
て
日
没
前
に

帰
城
し
「
鬼
豆
御
祝
」
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
山
王
宮
に
参
詣
し
、

山
王
宮
の
神
護
寺
で
あ
る
最
勝
院
に
六
つ
半
（
午
後
七
時
）
頃
に
入

り
、
こ
こ
で
進
上
物
の
披
露
が
な
さ
れ
酒
宴
が
催
さ
れ
ま
す
。
酒
宴

が
終
わ
り
に
近
づ
く
と
、
茶
道
方
が
縁
際
で
両
手
を
パ
タ
パ
タ
と
叩

き
、
鶏
の
鳴
き
真
似
を
す
る
の
で
す
。
こ
れ
が
節
分
の
儀
式
終
了
の

合
図
で
、
藩
主
は
祝
宴
の
膳
等
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
城
へ
戻
り
ま
す
。

こ
の
風
習
は
柳
河
藩
特
有
の
も
の
で
す
。

　

立
花
家
で
は
、
藩
祖
宗
茂
が
関
ヶ
原
合
戦
で
西
軍
に
つ
き
、
改
易

と
な
っ
て
浪
人
中
に
江
戸
浅
草
の
日
音
院
に
仮
寓
し
て
い
た
時
の
事
。

実
際
は
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
に
本
多
忠
勝
の
推
挙
で
江
戸
城
に

召
さ
れ
、
家
康
か
ら
御
書
院
番
頭
（
将
軍
親
衛
隊
長
）
と
し
て
五
千

石
の
旗
本
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
改
易
後
に
大
名
に
復
帰
す
る

こ
と
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
折
し
も
慶
長
十
一
年

（
一
六
〇
六
）
正
月
二
日
は
節
分
の
日
に
あ
た
り
、
日
音
院
の
院
主

が
宗
茂
の
開
運
を
記
念
し
て
小
宴
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
時
将
軍
秀

忠
の
側
近
土
井
利
勝
に
よ
り
奉
書
が
到
来
し
て
、
翌
三
日
に
宗
茂
は

江
戸
城
に
登
城
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日
音
院
で
一
番
鶏
の
鳴

き
声
を
聞
い
て
登
城
し
た
宗
茂
は
、
将
軍
御
前
へ
召
さ
れ
、
奥
州
南

郷
（
棚
倉
）
に
一
万
石
を
与
え
ら
れ
大
名
に
復
帰
し
た
、
と
い
う
吉

例
に
よ
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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益
田
理
君

　

最
後
に
私
事
乍
ら
、
早
稲
田
大
学
喜
多
会
の
後
輩
で
あ
り
畏
友
で

も
あ
っ
た
益
田
理
（
お
さ
む
）
君
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

早
稲
田
大
学
で
は
当
時
、
シ
テ
方
四
流
に
ワ
キ
方
一
流
、
狂
言
方

一
流
の
六
つ
の
能
楽
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
し
た
が
、
益
田
君
は
、
生

ま
れ
は
広
島
の
呉
、
育
ち
は
山
口
で
、
先
祖
代
々
の
お
墓
は
九
州
柳

川
に
あ
り
、
す
べ
て
喜
多
流
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
自
ら
早
稲
田

大
学
喜
多
会
に
入
会
し
て
き
ま
し
た
。

　

益
田
君
は
博
覧
強
記
で
、
本
稿
の
柳
河
藩
の
故
事
は
、
彼
の
蘊
蓄

話
を
も
と
に
柳
川
古
文
書
館
で
史
料
を
確
認
し
た
も
の
で
す
。

　

令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
九
月
秋
分
、
夜
嵐
の
中
、
ご
家
族
よ
り

益
田
理
君
が
帰
天
し
た
と
の
悲
報
が
入
り
ま
し
た
。
大
学
で
も
、
卒

業
後
も
一
緒
に
稽
古
し
て
き
た
弟
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
真
面
目

で
博
学
で
理
屈
っ
ぽ
い
律
儀
者
、
弱
者
へ
の
優
し
さ
と
独
特
の
ユ
ー

モ
ア
で
皆
か
ら
愛
さ
れ
る
男
で
し
た
。
大
学
卒
業
後
は
官
僚
と
し
て

国
に
奉
職
し
活
躍
す
る
中
、
病
に
よ
り
四
十
七
歳
の
若
さ
で
旅
立
ち

ま
し
た
。

　

亡
く
な
る
前
年
の
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
十
月
二
十
八
日
、
急

に
仙
台
を
訪
ね
て
く
れ
、
筆
者
が
三
十
年
近
く
行
き
つ
け
に
し
て
い

る
店
で
盃
を
交
わ
し
た
の
が
、
最
後
に
会
っ
て
語
り
合
っ
た
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　

令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
三
月
十
六
日
夜
の
福
島
県
沖
地
震
（
最

大
震
度
六
強
）
の
翌
早
朝
に
、
筆
者
あ
て
に
送
っ
て
く
れ
た
、
無
事

を
祈
り
災
害
対
応
を
慰
労
す
る
メ
ー
ル
が
、
最
後
の
連
絡
で
し
た
。

そ
の
時
に
は
病
苦
と
戦
っ
て
い
た
と
後
か
ら
知
り
、
以
前
、
筆
者
が

手
術
で
入
院
し
た
折
、
見
舞
い
に
来
て
も
ら
う
こ
と
を
遠
慮
し
友
人

知
人
に
知
ら
せ
な
か
っ
た
の
を
、
益
田
君
が

「
御
供
さ
ん
は
心
配
か
け
た
く
な
い
の
と
、
弱
っ
た
自
分
を
見
せ
た

く
な
い
性
格
で
す
よ
ね
。
分
か
り
ま
す
。
」

と
苦
笑
い
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

筆
者
に
何
か
あ
っ
た
時
は
益
田
君
に
後
事
を
託
す
つ
も
り
で
い
た

の
で
す
が
、
先
立
た
れ
た
こ
と
が
今
で
も
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

能
楽
は
、
め
で
た
い
こ
と
も
悲
し
い
こ
と
も
表
現
で
き
る
芸
能
で

す
。
葬
儀
で
は
ご
家
族
か
ら
出
棺
の
手
向
け
に
と
、
故
人
を
弔
う
「
融
」

の
キ
リ
（
最
後
の
部
分
）
を
謡
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
親
族
と
と
も

に
火
葬
場
で
収
骨
ま
で
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
十
一
月
二
十
日
、
喜
多
六
平
太
記
念
能

楽
堂
で
喜
多
流
佐
藤
家
社
中
の
喜
章
会
大
会
に
お
い
て
、
佐
藤
先
生

の
お
許
し
を
得
て
早
稲
田
大
学
喜
多
会
関
係
者
に
よ
る
「
故
益
田
理
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氏
追
悼
連
吟　

天
鼓
」
を
奉
げ
ま
し
た
が
、
皆
で
益
田
君
も
一
緒
に

謡
っ
て
い
た
よ
う
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

　

ご
家
族
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
九
月

二
十
三
日
、
柳
川
の
菩
提
寺
で
の
一
周
忌
法
要
に
参
列
、
墓
参
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

仙
台
に
帰
る
前
に
立
ち
寄
っ
た
柳
川
藩
主
立
花
邸
御
花
の
庭
園
松

濤
園
は
仙
台
か
ら
嫁
い
だ
鍋
姫
の
没
後
、
息
子
の
三
代
藩
主
鑑
虎
が
、

母
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
故
郷
の
松
島
を
模
し
て
作
っ
た
庭
園
が
始

ま
り
と
の
こ
と
。

　

私
も
大
広
間
の
縁
際
よ
り
松
濤
園
を
眺
め
つ
つ
、
益
田
君
の
「
い

や
、
い
ろ
い
ろ
と
、
す
み
ま
せ
ん
ね
」
と
い
つ
も
の
照
れ
隠
し
に
苦

笑
い
す
る
面
影
を
偲
び
乍
ら
、
松
島
の
月
を
題
材
と
す
る
謡
曲
「
融
」

の
キ
リ
を
手
向
け
に
謡
い
名
残
り
を
惜
し
み
ま
し
た
。
永
遠
の
安
ら

ぎ
の
う
ち
に
憩
わ
れ
ん
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

図８　学生時代 図7　益田理氏
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図10　高砂の仕舞

図12　�筆者の妻の宿、大平温泉滝見屋�
（山形県米沢市）にて

図９　高砂の謡

図11　筆者の結婚式にて
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追
記

　

三
月
前
半
、
再
び
金
沢
市
へ
派
遣
さ
れ
、
広
域
避
難
所
運
営
支
援

の
ほ
か
、
輪
島
市
、
珠
洲
市
、
志
賀
町
、
内
灘
町
に
派
遣
し
て
い
る

職
員
や
現
地
の
状
況
確
認
等
に
従
事
い
た
し
ま
し
た
。
能
登
地
方
は

道
路
、
土
砂
崩
れ
、
上
下
水
道
等
の
復
旧
や
倒
壊
家
屋
の
撤
去
等
が

進
ん
で
お
ら
ず
、
未
だ
支
援
が
必
要
な
状
況
で
す
。

此
の
光
陰
に
誘
は
れ
て

月
の
都
に
入
り
給
ふ
よ
そ
ほ
ひ

あ
ら
名
残
惜
し
の
面
影
や

名
残
惜
し
の
面
影

（
能
「
融
」
よ
り
）

図13　柳川御花松濤園

図14　輪島朝市跡（令和6年3月9日の状況）
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『
喜
多
流
の
成
立
と
展
開
』
表
章　

平
凡
社　

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）

『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
付
仙
台
藩
茶
道
』
十
世
大
泉
道
鑑　

昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）

『
仙
台
市
史
資
料
編
９　

仙
台
藩
の
文
学
芸
能
』
仙
台
市
史
編
纂
委

員
会　

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）

『
仙
台
藩
能
楽
史
』
三
原
良
吉
（
宮
城
県
史
14
文
学
芸
能
篇
所
収
）　

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）

『
立
花
宗
茂
』
中
野
等　

吉
川
弘
文
館　

平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）

『
能
の
今
昔
』
野
々
村
戒
三　

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）

『
福
岡
縣
史
資
料
第
二
輯
』
福
岡
縣　
　

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）

『
昔
が
た
り　

と
よ
ま
能
』
高
橋
哲
郎　

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）

『
柳
川
市
史
別
編　

図
説
立
花
家
記
』
柳
川
市　

平
成
二
十
二
年

（
二
〇
一
〇
）

『
柳
川
の
歴
史
５　

柳
河
藩
の
政
治
と
社
会
』
白
石
直
樹　

柳
川
市　

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）

『
柳
川
の
歴
史
６　

近
世
柳
川
の
武
家
文
化
』
中
野
等　

柳
川
市　

令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）

『
柳
川
文
化
資
料
集
成　

第
三
集
』
柳
川
市
史
編
集
委
員
会　

平
成

十
年
（
一
九
九
八
）

『
柳
川
文
化
資
料
集
成　

第
三
集　

柳
川
の
美
術
Ⅱ
』
柳
川
市
史
編

集
委
員
会　

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）

　

毎
日
の
業
務
が
終
わ
る
頃
に
は
店
舗
は
閉
ま
っ
て
い
る
た
め
、
帰

る
間
際
に
金
沢
駅
構
内
の
漆
器
店
で
探
し
た
と
こ
ろ
、
震
災
で
輪
島

塗
の
茶
道
具
の
入
荷
が
な
い
と
の
こ
と
で
、
店
頭
の
飾
り
棚
に
展
示

さ
れ
て
い
た
、
本
店
の
蔵
に
眠
っ
て
い
た
と
い
う
茶
杓
（
図
15
）
を

購
入
い
た
し
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
う
と
と
も
に
、
い
ず
れ
ま
た

金
沢
や
能
登
地
方
を
訪
れ
、
輪
島
塗
等
を
ゆ
っ
く
り
と
見
て
購
入
す

る
こ
と
で
、
聊
か
な
り
と
も
被
災
地
の
伝
統
工
芸
復
興
の
支
援
に
も

貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

参
考
文
献
（
五
十
音
順
）

『
関
三
十
二
号
』
御
供
真
人
「
仙
台
城
茶
室
「
残
月
亭
」
と
武
家
茶

道
の
茶
室
考
」　
　

令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）

図15　�輪島塗茶杓　清山作�
金地高台寺蒔絵


